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要 旨

本研究はアメリカ家政学会誌に掲載された家庭経営学・家庭管理学の論文538本を分析し、

この領域の研究動向を明らかにすることを目的とした。具体的には、年代別論文数と各年代

の全論文数に占める構成比の推移、中分類構成比の時系列的推移、キーワードから、研究関

心領域とその推移を把握することができた。

1 . 緒言

本研究は、アメリカ家政学会誌にみる研究内容の歴史的推移から、家政学の本質を探ると同

時に今後の家政学のあり方について考察しようとするものである。これまですでに [20世紀

のアメリカ家政学の特質」として 1909年から 2000年までのアメリカ家政学会誌に掲載された

論文の全体像を明らかにした。 I) また衣食住等の 10領域についても 1990年代の新しいデータ

を加えて分析を行い各領域の特徴をまとめつつある。2)

本論文では、アメリカ家政学会に掲載された 2000年までの論文の中で、家庭経営学・家庭

管理学領域に分類された論文の研究動向とその特質を明らかにすることを目的とする。

2. 資料および研究方法

1)資料

本論文で用いた資料は、アメリカ家政学会創立の 1909年から 2000年 (2000年度）までに

発刊されたアメリカ家政学会誌計 890冊である。それらの内訳は以下の通りである。

① Journal of Home Economics (1909 Vol.1 No.1,,.._,1994 Vol.86 No.2: 計 742冊）

② Home Economics Research Journal (1972 Vol.1 No.1,,.._,1994 Vol.22 No.4: 計 92冊）

③ Journ~l of Family and Consumer Sciences (1994 Vol.86 No.3,,.._,2000 Vol.92 No.5: 

計28冊）

④ Family and Consumer Sciences Research Journal (1994 Vol.23 N o.1,,.._,2001 Vol.29 N o.4: 

計 28冊）

1994年にアメリカ家政学会の名称が AmericanHome Economics Association (AHEA) から
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American Association of Family and Consumer Sciences (AAFCS) に変更されたことに伴って、

学会誌の名称も①から③、②から④に変更された。なお ResearchJournalは年度扱い (9月～

翌年8月）のため、 2000年度ということで、 2001年の Vol.29 No. 4までを資料とした。

本論文の分析対象論文は、アメリカ家政学会誌の目次にみる構成項目の時系列的分析”の結

果、「Research,Articlesに属するもの」として分類された論文、すなわち純粋な研究論文とそ

れに準ずると思われる総説的な報文である。本論文では、アメリカ家政学会誌890冊に掲載さ

れた 6,799本の論文のうち、家庭経営学・家庭管理学領域に分類された 538本を分析対象論文

とする。

2)分析の方法

分析の手順は以下の通りである。

① 家庭経営学。家庭管理学領域の論文を、表 lの分類項目に従って分類する。これを中分類

とする。この内容領域の分類は、「日本家政学文献集（第 4集）」4)に基づくものである。

② 家庭経営学。家庭管理学領域の年代別論文数と各年代の全論文に占める構成比を明らか

にする。ただし資料の取り扱い上、 1910年代とは 1909年から 1919年までの 11年間、

1990年代とは 1990年から 2000年 (2000年度）までの 11年間とする。

③ 中分類項目の構成比に基づく年代別分析を行う。この分析によって家庭経営学・家庭管

理学領域の研究関心が時系列的にどのように推移したかを明らかにする。

④ 研究対象論文のタイトルに用いられた単語を基にキーワード分析を行い、家庭経営学・

家庭管理学領域の研究関心の動向を把握する。集計は、論文タイトル中に用いられた原文

の英語の単語をエクセルのデータ集計機能を用いてカウントし、出現頻度の高い単語を手

がかりに時系列的に整理する。この場合に、連語として他の単語とともに用いられている

場合の語句の扱いに注意するとともに、類義語や類似表現はまとめるなどして整理を行い、

日本語で示す。

表 1 家庭経営学・家庭管理学の内容

分類 項目 含まれる主な内容

総論 体系と方法、生活構造•生活様式、生活意識•生活問題•生活習慣、その他

家事労働 家事労働論、経済的評価、家事労働の社会化、家事労働の調査

生活時間と余暇 生活時間、余暇

健康・疲労。エネルギー代謝 健康、労働と疲労、エネルギー代謝

情報。テクノロジ一 生活情報、家庭生活とテクノロジ一

戦業と家庭
男女性別役割分業、主婦の就労、朦業意識・婦人労働問題、婦人労働

立法、労働時間問題

農家生活・農村婦人 農家生活、農村婦人、後継者問題、その他

生活福祉・協同組合・地域サービス 生活福祉、協同組合、コミュニティ

高齢者の生活問題 高齢化社会と家庭経営、高齢者の就業と余暇、老人福祉・老人介護

生活設計

その他
婦人問題・婦人団体・婦人教育、女性学・ フェミニズム、人口問題、

海外の生活

注）分類項目・内容は日本家政学会編『日本家政学文献集（第 4集）』 (1988)の分類に基づいている。
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3. 結果および考察

1)年代別論文数と各年代の全論文に占める構成比

アメリカ家政学会誌の分析においては、全期間の論文 6,799本を 10分類領域に分けて分析し

ている。全期間を通した各領域の論文数の割合は、家政学原論 12.3%、家庭経営学・家庭管理

学 7.9%、家庭経済学 8.4%、家族関係 3.7%、児童学 4.0%、食物学 17.2%、被服学 9.7%、

住居学 4.4%、家政教育学 19.4%、総合 12.9%であったご家庭経営学・家庭管理学領域の論

文 538本の割合は、家族関係、児童学、住居学の各領域に次いで4番目に少なく、全期間を通

してみるとこの領域への研究関心が高かったとは言えない。

家庭経営学・家庭管理学領域の各年代の論文数および各年代の全論文に占める構成比の推移

を示したのが図 1である。この図から家庭経営学・家庭管理学領域の年代別推移はおよそ 4つの

時期に分けてとらえられる。 1910年代、 1920年代,...._,1930年代、 1940年代,...._,1960年代、 1970年

代,...._,1990年代である。全体に緩やかな右肩上がりで、全期間の中では 1970年代以降が論文数と

構成比の比較的多い年代であった。また、 1920年代と 1930年代はそれぞれ 37本、 35本と最も

論文数の少ない年代であった。 1920年代から 1930年代は全領域を合わせても最も論文数の少な

い時期であったが、家庭経営学・家庭管理学領域は論文数が少なかったばかりでなく構成比も小

さく、この領域への関心の薄かった年代であったことがわかる。この領域への研究関心は全期間

を通して決して高いとは言えないが、近年徐々に研究関心が高まってきた領域であるといえよう。

2)家庭経営学・家庭管理学の中分類構成比と時系列的推移

表 lの分類項目に従って分類した家庭経営学・家庭管理学の全期間の中分類構成比は表 2お

よび図 2の通りである。最も多かったのは「総論」 20.4%、次いで「生活福祉・協同組合・地

域サービス」 13.4%、「その他」 12.6%、「戦業と家庭」 11.3%、「農家生活・農村婦人」 10.2 

％であった。最も少なかったのは「生活設計」 1.7%で、全期間の論文数はわずか 9本であっ

た。次いで少なかったのは「情報・テクノロジー」 3.5%、「高齢者の生活問題」 3.7%、「生活

時間と余暇」 5.4%であった。

論文数（本） 構成比（％）
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注） 1910• 1990年代は 11年分の論文数である。＊は 10年分に換算した論文数である。

図 1 家庭経営学・家庭管理学の年代別論文数と構成比の推移
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表 2 家庭経営学・家庭管理学中分類の年代別論文数および構成比

上段：論文数（本） 下段：構成比（％）

94-

総論 家事労働
生活時間 健康・疲労・エ 情報・テク

職業と家庭
農家生活・

地生協域活同サ福組ー祉合ビス・・
高齢者の

生活設計 その他 合計
と余暇 ネルギー代謝 ノロジ一 農村婦人 生活問題

14 11 1 2 1 1 3 18 

゜ ゜
14 65 (59) 

1910年代
21.5 16.9 1.5 3.1 1.5 1.5 4.6 27.7 0.0 0.0 21.5 100.0 

6 5 1 5 

゜
2 7 5 

゜ ゜
6 37 

1920年代
16.2 13.5 2.7 13.5 0.0 5.4 18.9 13.5 0.0 0.0 16.2 100.0 

6 3 2 l 1 2 5 8 

゜ ゜
7 35 

1930年代
17.1 8.6 5.7 2.9 2.9 5.7 14.3 22.9 0.0 0.0 20.0 100.0 

15 6 

゜
2 

゜
4 10 10 

゜ ゜
12 59 

1940年代
25.4 10.2 0.0 3.4 0.0 6.8 16.9 16.9 0.0 0.0 20.3 100.0 

12 4 4 13 2 4 IO 2 

゜
2 I 54 

1950年代
22.2 7.4 7.4 24.1 3.7 7.4 18.5 3.7 0.0 3.7 1.9 100.0 

18 4 1 5 2 4 4 IO I 

゜
4 53 

1960年代
34.0 7.5 1.9 9.4 3.8 7.5 7.5 18.9 1.9 0.0 7.5 100.0 

22 8 2 7 7 6 2 5 4 1 13 77 
1970年代

28.6 10.4 2.6 9.1 9.1 7.8 2.6 6.5 5.2 1.3 16.9 100.0 

8 4 12 4 4 18 14 8 2 3 6 83 
1980年代

9.6 4.8 14.5 4.8 4.8 21.7 16.9 9.6 2.4 3.6 7.2 100.0 

， 6 6 5 2 20 

゜
6 13 3 5 75 (68) 

1990年代
12.0 8.0 8.0 6.7 2.7 26.7 0.0 8.0 17.3 4.0 6.7 100.0 

110 51 29 44 19 61 55 72 20 ， 68 538 
全期間

20.4 9.5 5.4 8.2 3.5 11.3 10.2 13.4 3.7 1.7 12.6 100.0 

叫

封

舜

f

注） 1910年代・ 1990年代の合計の（ ）は、 IO年分に換算した論文数を示す。



生活設計

家庭経営学・家庭管理学の系譜とその特質

総論

生活時間と余暇

高齢者の生活問題 健康・ 疲労・
工不ルギー代謝

生活福祉・協同組合・
地域サービス

農家生活・農村婦人 職業と家庭

図 2 家庭経営学・家庭管理学の中分類構成比（全期間）
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図3 家庭経営学・家庭管理学の年代別中分類構成比の推移
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中分類構成比を時系列的に見たのが表 2および図 3である。

1910年代は、「生活福祉。協同組合・地域サービス」「総論」「家事労働」「その他」の 4つ

の項目で 10項目中の 87.6%を占めていた。そして 1910年代で最も高い関心が持たれていた

のは「生活福祉。協同組合。地域サービス」で 18本 (27.7%)の論文がみられる。第一次世

界大戦を含むこの時代は、 1909年に「家庭、社会、地域共同体における生活状態の改善」を

目的として組織されたアメリカ家政学会5)の目的とも関連して、協同の家事 (3本）、ハウス

キーピングセンター (2本）、コミュニティと家庭とのかかわり (4本）などの論文6)がみられ

る。また 1910年代で 2番目に論文数の多かったのは「総論」と「その他」でそれぞれ 14本

'(21. 5%)であった。「総論」においては科学的管理法 (ScientificManagement) に関する論文

が2本、浪費。無駄 (Waste) に関する論文が 3本含まれている。?) 1910年代は、産業におけ

る「科学的管理法」と平行して、家庭における能率と節約の原理の価値が促進された時代8)で

あった。さらに学会発足当時のこの年代は、 1914 年のスミス—レーバー法の制定によって

「アメリカの主婦が行う仕事の価値と尊厳が認められ」9)、また家政学部の功績によって「あら

ゆる家事作業を、科学の 1分野のレベルにまで高めることによって、その地位を確立した」 10)

とも言われているように、家事が社会的な評価を得つつあったとともに、家事をひとつの科学

に高めようと努力をした時代でもあった。「総論」に見られる科学的管理法に関する論文はそ

のような動きを反映したものと考えられる。「家事労働」の項目にも「日常の家事の問題に対

する科学の応用」＂）というような論文が見られる。また、浪費。無駄への関心は、戦時下にお

ける家庭生活の対応すべき緊急の課題であった。そして「戦争の終結と共に、合衆国財務省は

全国的な規模の節約運動を開始し、学会に協力を要請し」、学会は支援を政府に約束してい

る12)ように、学会の活動が当時実業界にも影響を及ぼし一定の評価を得ていたものと考えら

れる。「その他」の論文 14本中 5本は女性教育の改善にかかわる「Women'sClubs」に関する

論文であった。 13)

1920年代は、家庭経営学。家庭管理学領域の論文は全体で 37本と 1930年代に次いで少な

く、最も多い「農家生活。農村婦人」の項目で 7本 (18.9%)、次いで「総論」「その他」がそ

れぞれ 6本 (16.2%)、「家事労働」「健康・疲労。エネルギー代謝」「生活福祉・協同組合・地

域サービス」がそれぞれ 5本 (13.5%)で、これら 6項目で 34本 (92%)を占めている。 1920

年代は、 1910年代と比較すると相対的に「生活福祉。協同組合。地域サービス」「総論」「家

事労働」「その他」の項目の論文が減少し、「農家生活。農村婦人」「健康・疲労・エネルギー

代謝」の項目の論文が増加したのが特徴である。「農家生活・農村婦人」の項目には、農家生

活と家事のかかわりや農村婦人の問題に関する論文 14) などが見られる。スミス—レーバー法

の「プラスの効果としては、ホーム。エコノミックスと農業の両者に共通する関心事項の調査

研究に研究費用が割り当てられるようになり、ホーム。エコノミックスはとくにその農科関係

において急速に発展した」 15)とされ、このような動きも論文数に反映されていると考えられる。

また「健康。疲労。エネルギー代謝」の項目では、労作研究と関連したエネルギー消費や疲労

に関する論文がみられる。 16)

1930年代は全年代中最も論文数が少なく、最も多かった「生活福祉。協同組合・地域サー

ビス」項目の論文が 8本 (22.9%)、つづく「その他」 7本 (20.0%)、「総論」 6本 (17.1%)、

「農家生活。農村婦人」 5本 (14.3%)であった。「生活福祉・協同組合・地域サービス」項目

の論文 8本の中に "NewYork City Relief Program" "Rehabilitation Program" "Community 
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Health Program" "Community Program of Education"のように「プログラム」という語を含

む論文が 4本、 "HomeService Work" "Home Economics Service" "Nutrition Service"のよう

に「サービス」という語を含む論文が 3本含まれている（うち 1本は両方の語を含む）。 17) 全米

家政デモンストレーション協会 (NationalHome Demonstration Agents'Association)が 1933

年に組織されるなど、 1920年代から 1930年代はホーム・エコノミックスの研究組織団体のさ

らなる発展がみられた年代 18)でもあり、「プログラム」や「サービス」は家政学の活発な社会

的貢献の一端を示しているものと見ることもできよう。

1940年代は、「総論」の項目の論文が最も多く 15本 (25.4%) で、全論文数の 4分の 1を

占めている。そして「その他」 12本 (12.3%)、「農家生活・農村婦人」「生活福祉・協同組合・

地域サービス」の項目の論文がそれぞれ 10本 (16.9)であった。「総論」の項目には、安全や

家庭生活のレベル、非行の防止など 19)多様な内容が含まれている。また「その他」の項目 12

本のうち 6本は "HouseholdEmploymant" など専門戦としての家事労働に関するものであっ

た。20) 「生活福祉・協同組合・地域サービス」の項目の論文には、 1939年にすでに上述の

℃ ommunity Program of Education"のように「教育」という語を含む論文が見られたが、 1940

年代にはさらに "CommunityHealth Education Program" "Community Nutrition Education" 

のように「教育」という語を含む論文が 2本含まれていた。 Zl) 1940年代から 1950年代は高校

と大学におけるホーム・エコノミックスが急速に発展した時代22)であり、社会教育の場面にお

いても璽要な役割を担い貢献をしていたことが察せられる。また、 1940年代においては、「第

二次大戦と『調査研究・マーケティング法』 (Researchand Marketing Act) の通過によって、

ホーム・エコノミックス関係の研究はさらに多くの新しい芽を出し、特に戦時中の労働問題と

戦後の家族関係調整問題に対応するため、作業簡素化と家族関係に関する研究が喚起され

た」 23) と言われている。この年代の「家事労働」項目の論文は 6本と少ないが、そのうちの 3

本は家事の簡素化に関する論文であった。 24)

1950年代の「家庭経営学・家庭管理学」の領域で最も論文数が多かったのは「健康・疲労・

エネルギー」の項目で 13本 (24.1%)、次いで「総論」 12本 (22.2%)、「農家生活・農村婦

人」 10本 (18.5%)であった。 1940年代までの構成比の割合は総じて似た傾向を示していた

が、 1950年代は大きく変化をしている。「健康・疲労・エネルギー」の項目の論文においては

13本中 7本が「健康」に関するものであり、身体的な健康だけでなく精神的な健康に注目し

た研究が見られる。 25) その背景として 1940年代の戦争から朝鮮戦争へと続く 「冷たい戦争の

時代」「恐怖の 50年代」とも言われるこの年代に置かれた人々の状況が推察される。また「総

論」に見られる論文から、この年代において学問としての "HomeManagement"に新しい動

きが読み取れる。「ダイナミックで創造的なホーム・マネジメント」「ホーム・マネジメントの

新しい姿」「ナ ム 、、一 ・マ不、ノメントとハー ・マネジメント研究における歴史的発展と傾向」「十 ム

変化の理論」 26)などの論文である。 1959年にアメリカ家政学会 50周年を契機に「ホーム・エ

コノミックス一新指針」 (HomeEconomics -New Directions) がまとめられたが、 1950年代は、

それまで専門化・細分化しつつ発展してきたホーム・エコノミックスを再評価した年代であっ

たことと関連し、ホーム・エコ ノミックスの核とも言えるホーム・マネジメントの理論的再構

築が試みられたと考えられる。さらに 1950年代は「農家生活・農村婦人」の項目の論文も 3

番目に多かったが、 50年代には農務省がほとんどすべての家政学研究を廃止するとの提案を

する 27)など厳しい状況に置かれ、 1960年代、 1970年代には論文数は激減している。
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1960年代は、「総論」の項目の論文が最も多く 18本 (33.4%) を占め、次いで「生活福祉・

協同組合・地域サービス」の 10本 (18.9%)で、この 2つの項目の論文で 52.8%を占めてい

る。 1960年代は「ホーム。エコノミックスー新指針」が示されたのを契機にアメリカ家政学

のあり方が問い直された時期すなわち家政学がアイデンティティとスティタスを求めた時期で

もあり、「総論」の論文には、ホーム・マネジメントの哲学や機能、概念枠組というような学

問としてのホーム。マネジメントを追及した論文28)が多く見られるのが特徴である。また「生

活福祉。協同組合。地域サービス」の項目の中にこれまでの年代に見られなかった障害者を扱っ

た論文 (3本）も見られる。29)

1970年代は「総論」の論文が 22本 (28.6%) と最も多いが、他は分散しているのが特徴で

ある。そして「総論」の論文には「エネルギー」という語を含む論文が 12本含まれている。

1973年のオイルショックを契機として、エネルギー危機に対応するための消費行動のあり方

やライフスタイルの選択、エネルギーの節約や保護に関する論文などが多く掲載された。30)

1980年代に最も多く掲載された論文は「職業と家庭」の論文で、 18本 (21.7%)であった。

「戦業と家庭」には、既婚女性の就労が食事の準備などの家事労働に及ぼす影響や時間との関

係、共働き家族の葛藤やストレスなどの論文が多く見られた。31) 1980年代で 2番目に多い「農

村生活。農家婦人」の項目の論文は 14本 (16.9%) で、その主な内容は "off-Farm

Employment"に関するもので、経済的生産や家族の機能、結婚生活への適応、ライフスタイ

ルの満足度などとの関わりについて論じているものであった。32) これもまたその多くは既婚女

性の就労に関する論文であった。

1990年代に最も多く掲載された論文は「眠業と家庭」で、 20本 (26.7%)であった。「戦業

と家庭」には 1980年代に加えて育児の問題、収入、仕事と家庭のバランス、仕事と家族の葛

藤と生活の質など、さらに多様な視点からの研究が見られる。33) また、 1990年代に特徴的に見

られたのは「高齢者の生活問題」に関する論文が急増したことで、 13本 (17.3%) が掲載さ

れていた。その内容は、高齢者の収入や資産管理、健康や衣食住、高齢者のケアの問題など様々

である。34) 「職業と家庭」「高齢者の生活問題」は、今日のアメリカにおける家庭経営学・家庭

管理学領域の最も関心の高いテーマであることがわかる。

3)論文タイトルのキーワードからみた動向

表 3は、論文のタイトルのキーワードを検索した結果を、出現頻度の高い言葉から順に年代

別にカウントして示したものである。この表では 7本以上の論文に出現したものを示した。

まず、「家事。家事労働」「仕事。労働。職業」は全年代を通じて出現頻度の高いキーワード

であったことがわかる。「家事・家事労働」に相当する英語のキーワードは "housekeeping"

"homemaking" "household work" "household task" "administrative work" "housework"など種類

が多いが、 "housekeeping"は全年代を通して 13本の論文に使用されており、そのうち 10本が

1910年代のものであった。すでに 1910年代には "housekeeping"は家庭の経済的資源管理に限

定した考え方であるとする批判があった 35)ことに対応した結果であると思われる。次に出現

頻度の高かったキーワードは「女性・婦人」「主婦」であった。これは家事の主たる担い手に

関するキーワードとして十分予想され得るものである。「女性。婦人」は 1910年代と 1990年

代に特に多く、「主婦」は 1960年代から 1970年代にかけて多く出現している。「主婦」として

まとめたキーワード "homemaker""housekeeper" "housewife"のうち最も出現頻度の高いキー
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）

理

妻業

管

者

語
>
-2-3-4-5-6-7-8-9-9-11-12-12-12-12-16-17-18-18-18-21-22-22-22-25-25-27-27-27-30-30-30-33-33-33-36-36-38-38-38-38-38-38-38-38-46-46-46-46

注）網掛け：濃い灰色は 10本以上、中間の灰色は 5~9本、薄い灰色は 3~4本の論文に使用されていたことを示す。

キーワードは全年代を通して 7本以上出現したものを示してある。
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ワードは "homemaker"(44本中 36本）であった。また、この領域を表す「家庭経営・家庭

管理」は "homemanagement" "house management" "household management" "household 

administration" "home administration"をまとめたキーワードであるが、 1950年代から 1960年

代にかけて最も出現頻度が高くなっている。先に項目別の時系列的分析で考察したように

1950年代から 1960年代にかけての年代は学問としての "HomeManagement"を追求した年代

であったことから、それに関連した論文に多く含まれていたキーワードであった。

年代別にみると、 1910年代に多く出現したキーワードは「家事・家事労働」「女性・婦人」

が 10本以上、「仕事。労働。職業」「主婦」「管理。経営」「家庭」が 5本以上であった。これ

らのキーワードはいずれも「家庭経営。家庭管理学」の基本的な概念にかかわる言葉である。

1920年代には 5本以上のキーワードは「家事。家事労働」のひとつだけで、 1930年代には

該当するものがない。これらの年代は家政学全領域の論文も、そして家庭経営。家庭管理学領

域の論文数も少ない年代であった。

1940年代になると、 5本以上のキーワードとして「家事。家事労働」「仕事。労働・職業」

「主婦」「健康」「コミュニティ」「プログラム」が出現する。「健康」は 1950年代にかけて 5本

以上出現するキーワードであるが、先にも考察したように第 2次世界大戦とその後の不安定な

年代における関心事であったことがわかる。また「コミュニティ」「プログラム」は 1940年代

まで比較的関心の高い項目であった「生活福祉。協同サービス。地域サービス」の論文に多く

含まれていたキーワードである。

1950年代は、「仕事。労働。喘業」「時間」「家庭経営。家庭管理」「健康」「生活・暮らし」

「農家」の 6つのキーワードが 5本以上出現している。「時間」は食事の準備や片付け、家事の

時間研究36)などとして現れている。

1960年代は、 10本以上が「主婦」「家庭経営。家庭管理」、 5本以上が「家事・家事労働」

「研究」であった。 「家庭経営。家庭管理」は、先述のように 1950年代とともに学問としての

ホーム。マネジメントを追及した年代であることと関連して多いキーワードである。 1960年

代の「主婦」に関する論文には「雇用労働者としての主婦」や「主婦サービス」「身体障害を

持った主婦」など主婦の様々な状況や主婦をめぐる環境の変化にかかわる論文がある。37)

1970年代になると「主婦」「研究」「エネルギー」が 10本以上のキーワード、「家事。家事

労働」「仕事。労働。職業」「女性。婦人」「雇用。雇用労働者」「家族」「妻」が5本以上のキー

ワードの出現となっている。 「エネルギー」は先述の「総論」に多く含まれていたキーワード

である。「主婦」というキーワードを含む 13本の論文のうち、 1973年のオイルショックを契

機とした雇用状況の厳しさを反映した論文が 6本みられ、さらにそのうちの 5本はタイトルに

「解雇された主婦 (DisplacedHomemaker)」という語を含むものであった。 38)

1980年代は、「仕事。労働。職業」「時間」「雇用。雇用労働者」が 10本以上、家事。家事

労働」「女性。婦人」「妻」「使用。利用」「価値」「ストレス」「効果。影響」「ライフスタイル」

が5本以上となっている。「仕事。労働。職業」や「雇用。雇用労働者」は「職業と家庭」や

「農家生活。農村婦人」の項目に多く出現していたキーワードである。「時間」は 1980年代が

全年代の中で最も多く研究テーマとして扱われていたものである。

1990年代は、「女性。婦人」が 10本以上、「家事。家事労働」「仕事。労働。戦業」「時間」

「健康」「人間」「必要。必要性」「問題。論点」「資源」が 5本以上となっている。「女性。婦人」

や「仕事。労働。戦業」は「職業と家庭」の項目に多く含まれていたキーワードである。 1980

-100-



家庭経営学・家庭管理学の系譜とその特質

年代から 1990年代にかけては、「価値」「ストレス」「ライフスタイル」「資源」など他の年代

にみられなかったキーワードがみられ、新たな生活課題の出現と広がりが推察された。

4. 要約

本研究はアメリカ家政学会誌に掲載された論文の中で、家庭経営学・家庭管理学領域に分類

された論文の研究動向を明らかにすることであった。

資料の分析結果から以下のような点が明らかになった。

① 年代別論文数と各年代の全論文数に占める構成比の推移から、 1920年代と 1930年代は

論文数も構成比も小さく、 1970年以降が比較的論文数と構成比が多い年代であることが

分かった。ただし、この領域の論文が全期間の全論文数に占める割合は 7.9%であり、必

ずしも多いとは言えない。

② 中分類構成比をみると、全期間の中分類構成比の中で最も多かったのは「総論」であり、

次いで「生活福祉・共同組合・地域サービス」であった。

③ 中分類構成比の時系列的推移をみると、 1940年代までは「総論」「生活福祉・共同組合・

地域サービス」「農家生活・農村婦人」が三大研究関心領域であった。 1950年代は「健康・

疲労・エネルギー代謝」への関心が高い年代であったが、 1960年代から 1970年代は「総

論」の論文が相対的に多く、 1959年の「ホーム・エコノミックス一新指針」が示された

ことと関連して、新しいナ、一ム・マ不、ノメノトの哲学や理論的枠組を構築しようとする動

きがみられた年代であった。 1980年代と 1990年代は「戦業と家庭」の論文が多いのが特

徴であり、また 1990年代に急増した「高齢者の生活問題」と合わせて、今日われわれが

直面している生活課題と見ることができよう。

④ キーワード検索の結果、ほぼ中分類構成比の時系列的推移と同調する言葉が出現し、各

時代の研究関心をキーワードを通して知ることができた。

最後に、本研究は、東珠実（椙山女学園大学）、柿野成美（帥消費者教育支援センター）、古

寺浩（金城学院大学）、鈴木真由子（新潟大学）、田崎裕美（静岡精華短期大学）、増田啓子

（富士常葉大学）、村尾勇之（元東京家政学院大学）と共同で行ったものであることを付記して

おく。なお本論文の一部はすでに日本家政学会第 46回大会（東京： 1994年）にて共同報告を行っ

ている。
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